
心も体も元気な子どもを育成するために，家族みんなで「はやね・はやおき・あさごはん」を実践しましょう！ 

 

利府町立菅谷台小学校 

        第１４号 

平成３１年３月１５日 

 

【学校評価結果号】  

菅谷台小学校の全ての保護者の皆様，地域の皆様にご協力をいただきました学校アンケートの結果

を集計しましたのでご報告いたします。多くの皆様からお寄せいただいたアンケート結果の傾向や

ご意見一つ一つを全職員で検討しました。今回の検討内容を次年度の計画に反映し，具体的な改善

策を立て，一層努力していくことを確認しました。また，先日，学校評議員の皆様にもご意見をい

ただき，今後の学校教育の推進のために役立てて参ります。 

今後も，菅谷台小学校の児童の健やかな成長のために，学校と家庭・地域の力を合わせた取組を推

進して参りたいと考えております。これまで以上に保護者の皆様，地域の皆様のご支援とご協力をい

ただきますようお願いいたします。 

 

【保護者アンケート】（各ご家庭における，学校経営に関する評価） 

※ 全ての評価項目において８０％（↑印）を基準値としています。 

よくできている（以下Ａと表記），だいたいできている（Ｂ），あまりできていない（Ｃ），できていない（Ｄ） 

の 4 段階の割合で評価しています。 

学校としての取組（保護者アンケートから） 

・ 全ての項目で「よくできている（Ａ）」と「だいたいできている（Ｂ）」の合計が基準値８０

％を超え,学校経営全般に関して昨年度同様に肯定的に受け止めていただいております。 

・ 「すすんで学ぶ子」について，多くの保護者の皆様から肯定的な取組であったと評価していた

だいている一方，感想の中には個に応じた学習指導の充実についてのご意見をいただいており

ます。 

・ 「がんばりぬく子」に関しては，基準値を超えていますが，保護者の皆様から更なる体力向上

についての感想をいただいております。今年度同様に，通年で短なわとびに取り組む活動を充

実して参ります。 

・ 「やさしい子」を育てる異学年交流「たてわり活動」でのたてわりハイキングや長縄記録会等

に対しまして，保護者の皆様から満足な感想をいただいております。  

・ 「生きた公衆道徳の指導」の取組として，たてわり活動の「あいさつ運動」や横断歩道でのお

辞儀「ぺこりしぐさ」等，地域の方々からも子どもたちの明朗な姿や感謝の姿勢が良好である

評価をいただいております。 

 

○すすんで学ぶ子 ○がんばりぬく子 ○やさしい子 
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【協働型評価】地域・保護者・児童・教師の結果を受けて 
 

下記，5 項目に関して「協働型評価」の分析を行いました。 

問 学校は「すすんで学ぶ子」を育てる教育活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童のＡ評価が高い傾向にあります。これまで取り組んできた「菅小学びの基礎『つばきっこ』」

がある程度身に付き，その結果，お子様自身が達成感を味わい，自己評価が高まっているものと考

えています。一方，地域・保護者・教師の３者の評価はＡ・Ｂ評価を合わせると基準値 80%を越え

ていますが，児童のＡ評価との差があります。これは，お子様に対する目指している姿が高い所に

あるものと考えられます。今後，さらに，達成感のある毎日の授業づくりと補充的学習「のびのび

タイム」の充実を重点事項として取り組んでまいります。なお，「のびのびタイム」は，各学年及

びお子様の実態に応じて放課後に行います。また，水曜日（行事や会議がない日）の「一斉のびの

びタイム」は，算数を中心に実施します。お子様の実態に応じて基礎・基本の定着に向けて行いま

す。これからも「すすんで学ぶ子」の育成に向けて力を注いでまいります。 

 

問 学校は「がんばりぬく子」を育てる教育活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童のＡ評価が高い傾向にあります。１年間，外遊びに向けた場づくりや学級での全員遊び等が

お子様の健康・体力づくりにつながっているものと考えられます。また，今年度より，通年で短な

わとび運動を取り入れてきました。さらに，県Ｗｅｂなわとび大会に向けての学年・学級での取組

が，お子様の運動に対する意欲を喚起し，目標をねばり強く乗り越えようとする心情にも影響を与

えているものと考えています。一方，保護者・教師のＡ・Ｂ評価は基準値 80%を越えていますが，

さらなるお子様に対してたくましさや力強さを求めているものとも捉えられます。今後も，基本的

な生活習慣の定着と体力づくり，食育，さらには安全に関する意識向上に力を注いで，健康な体つ

くりにつながる教育活動を展開してまいります。 

 

問 学校は「やさしい子」を育てる教育活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域・児童のＡ評価が高い傾向にあります。特に地域の皆様には，学校内の交流の他，学校以外で

ある各地区内行事の姿に高評価をいただいております。今後もお子様と地域の方々との交流活動の充

実と，たてわり活動で上級生が下級生の面倒を見たり，下級生が上級生に憧れたりする交流の充実を

目指してまいります。いじめについては，今年度も 10 月に実施いたしました保護者アンケート，月１
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回の「すくすくアンケート」等においても重大事案につながる事例は見られませんでした。しかし一

方，児童同士の毎日の関わりの中で，軽率な行為や言葉によって友達を困らせたり，不愉快にさせて

しまったりするなどがあり，その都度，指導と支援を行ってまいりました。これまでと同様に，地域

・保護者・学校とが「いじめは決して許されないこと」であるという共通認識の基で，いじめのない

学校づくりを継続してまいります。 

 

問 教師は児童の思いや願いを受け止め，理解している。 

 
 
 

 
 

 
 
児童のＡ・Ｂ評価は基準値 80%を越えてはいますが，中には担任の先生にもっと自分の思いや願い

を受け止めて欲しいと思っているお子様がいます。毎日，担任とお子様との会話の他にも，休み時間
の遊びや教室での係活動，高学年の委員会活動等の関わりを通じて，お子様の気持ちを受け止めて，
安心できる学級，学校づくりに努めてまいります。また，担任の他にも，心と体の教育相談窓口の養
護教諭，専門的相談窓口のスクールカウンセラー等を含めて，全ての職員がより一層お子様に目を配
り，きめ細かい対応に努めてまいります。そしてこれまで以上に，保護者の皆様とのさらなる連携・
協働も推進してまいります。 
 
問 学校は生きた公衆道徳の指導を行っている。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
地域・児童のＡ評価は高い評価傾向となっています。全体的には基準値 80%を越えていますがＣ及

びＤ評価がありました。特に児童のＤ評価に関しては，質問項目の「あいさつ」「言葉づかい」「お
礼（ぺこりしぐさ）」「物の整理整頓」「計時行動（５分前行動）」等の指導とともに，お子様自身が
社会的マナーや規範意識を考える機会を，学校と家庭で醸成していくことが必要であると考えます。
今後も，お子様との関わりを大切にしながら，健全育成向けて心を育てて参りたいと考えます。 

【学校評議員の皆様のご意見・ご感想】 
３月５日（火）に菅谷台小学校学校評議員の皆様と学校経営についての懇談を行いました。学校評

価の結果や学力・学習状況調査結果等の説明を通して，今年度の取組についてご意見をいただきま
した。 

 
【菅谷台町内会長 酒井 隆志 評議員】 
 学校の日々の努力には感謝している。学校行事が多くあり大変であると思うが，子どもたちも
楽しみにしている所がある。これからも子どもたちの思いに沿った行事にして欲しい。また，公衆
道徳については，大人が声を掛けていくことが大切だと思う。町内会としても地域の大人と子供
がふれ合える機会を増やしていきたいと思う。 
 
【シルバーライフ菅谷台会長 三浦  博 評議員】 
行事に対して一生懸命に取り組んでいることを感じている。子どもたちの基礎は体力である。

体力をつけるためには運動であり，その中でコミュニケーションも図られ人間関係作りにつなが
る。元気なことが一番であり，楽しいことが一番である。先生方も体に気を付けて頑張っていただ
きたい。 

 
【民生児童委員 野口 良子 評議員】 
先生方の大変さはよく分かる。そして，子どもたちをよく育てていただいている。若いお母さん

方が悩んでいる時は，先生方の方でいろいろと手伝っていただければと思う。子どもたちは地域
の宝である。 

  



【菅谷台小学校ＰＴＡ顧問 眞山 寛朗 評議員】 
  子どもたちに対して，学校の先生方には良くしてもらっている。学校から一歩社会に出ると，ま
わりと競争していくことになる。その時に頑張って行くことのできる子どもたちに育ててもらえ
ればと思う。先生方の忙しさも分かるが，その中で質を上げてもらえればと思う。期待している。
また，地域と一緒に学校のために活動のお手伝いをしていきたいと思う。  

 
 以上が学校評議員の皆様からのご意見と感想です。また，評議員の皆様からも菅谷台小学校の学
校経営につきましておおむね良いとの評価をいただきました。今後も，地域・保護者・学校の三者が
協働で，よりよい学校づくりに力を尽くし，お子様の教育環境を整えて参りたいと思います。 

【平成３１年度に向けてのお知らせ】 
平成３２年度（２０２０年）に新学習指導要領が全面実施されます。菅谷台小学校でも，全面実施

に向けて，外国語（５・６年）及び外国語活動（３・４年）が２０時間増加することを踏まえ，質の
高い学校行事の精選と見直し，学習指導の充実に向けた授業準備の時間確保等による変更がありま
す。今後も，教育目標に向けて，子どもたちの教育活動がより良いものとなるように実践してまいり
ます。これからも，地域・保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
平成３２年に向けた変更点 
①「夏季・冬季の下校の時刻の統一」 
・年間を通じて午後４時下校となります。 
②「学芸会から学習発表会へ変更」 
・これまでの学芸会の練習時間（指導時間）を，各教科指導時間へ振替える必要があるため，学習 
発表会に変更します。学習発表会は，日頃の学習発表の場として，子どもたちの学びの中から 
生み出された発想や工夫，表現が中心となります。普段の学習の質をより高めた学習活動に位 
置付けた発表会となります。 

③たてわり活動の「たてわりハイキング」を削減します。 
・たてわりハイキングの時数を，各教科指導時間へ振替える必要があるため，たてわりハイキン 
グを削減します。通常のたてわり活動は継続して実施します。 

④「始業式，終業式が臨時時程４校時限へ変更」 
・指導時数の確保のため，始業式，終業式が臨時時程４校時限となります。なお，１学期の始業式 
のみ入学式の準備があるため，新２年～新５年は臨時時程３校時となります。新６年生は準備 
のため４校時となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これまで同様に，菅谷台小学校の特色である「たてわり活動」「読み聞かせ会」「ぺこりしぐさ」

「あいさつ運動」等も，地域の方々のご協力をいただきながら行ってまいります。また，今年度，体
力づくりを推進するために取り組んだ「なわとび運動」についても継続して行い，県Ｗｅｂ長縄跳び
大会への参加を通して，学級の仲間と乗り越える達成感や，認め合う関係づくりをめざしてまいり
ます。今後も，菅谷台小学校へのご理解とご支援・ご協力をお願いいたします。 

  学校だよりはホームページでもご覧いただけます。www.rifu.ed.jp/sugaya-e/ 

下校時刻 午後４時 

http://www.rifu.ed.jp/sugaya-e/

